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１. はじめに 

ICT は英語と並び今後のグローバル

社会を生き抜くために必須の能力と考

える。第 2回支部大会で、ICT系企業の

英語コミュニケーションテスト OPIc 適

用結果につき発表 1)を行った。その際、

入社後の時間は英語スキルに割く時間

も限られていることから、大学教育にお

いては入学時に保有している能力を再

確認するような学習に留めることなく、

発信・発言体験を通してグローバルと

「つなぐ」場に変えていって頂きたいと

提言した。今回の大会テーマを学生（大

学）目線で考えた場合、昨今話題のイン

バウンドを誘発する観光資源を中心と

したサービス産業や行政支援を考える

のが筋ではあろう。ただ携帯電話のガラ

パゴス現象以降 ICT技術・サービスの提

供が GDP 世界 3 位の国のものとしては

大幅に見劣りする日本、中でも地方・地

域においては理工系人材育成は地域と

一体化して腰を据えて取り組むべき大

きな課題と考える。その際、産官が求め

る将来ニーズと擦り合わせる或いは学

生が学ぶ AI や IoT の変化を取り組む形

で産官課題を解決していかないと、少子

高齢化が著しい地域においては益々課

題が山積すると考え、理工系学生の学び

の場を意識して支援してきた。 

 

２. 大学・理工系学部の実態考察 

先ずは AI や IoT により幾何級数的に

も人材ニーズが高まる場合、最初に着目

される理工系人材の実態を、平成の３つ

の特徴的かつ検索可能な時期に絞り表

１にデータを纏める。 
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表 1 日本における理工系大学生の 

位置付け推移 

 

表１に纏められた貴重な人材に対す

る英語教育の状況を第2回支部大会で紹

介した ICT 系企業の英語コミュニケー

ションテスト OPIc 適用結果をベンチマ

ークとする形式で特徴的な結果や学び

の考察を行った。対象大学・教育手法抽

出に際しては今後の拡がりに寄与すべ

く公開データを可能な限り付与すると

共に、当法人のグローバル人材育成にお

ける羅針盤である時間軸と空間軸を意

識した形で整理し、表２の通り纏める。 

表２ 紹介大学の概要 

 

３. 限りあるリソース・機会を活かす 

工夫への挑戦 

AI や IoT を始めとした理工系学生の

学ぶべき領域は変化も激しく、学内に閉

じた深い学びのみならず、産学の壁を越

えた学びの場は重要性を増していると

考える。その際、先ずは地域リソースを

活かす発想は検討に値するが、限界集落

8)を始めとして域内にリソースを求める

ことが困難なケースが多い。大会テーマ

であるグローバル人材視点では COIL5)



  

等新たな学習方法への挑戦も見受けら

れるが、地方や小規模大学では効率的ロ

ールモデルが出来るまで取組むことは

リソース的に困難であろう。 

理工系学生は実験・研究等で忙しいと

言われる。表２に紹介させて貰った大学

や講義・留学は、効果をエビデンスとし

て紹介することにより学生の参加意欲

を喚起することが可能であろう。エビデ

ンスの無い大学や興味の薄い学生にお

いては、彼らの興味領域を活用したグロ

ーバル人材育成プログラムの紹介や取

組が有用ではなかろうか。その中から、

英語コミュニケーションテスト OPIc も

適用したプログラムを表３として纏め

る。その結果に一喜一憂するのでなく技

術者魂を喚起し、課題の解決等を通して

特徴を共有化しリソース・機会を活かす

挑戦を促したい。 

表３ 紹介プログラムの概要 
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